












1に安全

2に安全

安全・適正献業の取り組み

公益社団法人 鯖江市シルバー人材センター

当センターでは、理事 3名、会員7名で安全委員会

を構成し、発生した事故の原因を分析するとともに、

事故防止策として、会員研修会等での安全就業の徹底

や、また、安全パ トロールを行い、作業現場での指導

啓発に努めています。

主な取り組みとしては、「安全ニュース」を発行

し、ヒヤリハット事例や発生した事故事例の内容等を

掲載し、情報共有および事故防止を図っています。

また、剪定、草刈り作業については、毎年、講習会

を実施するとともに、野外作業においては、「安全就

業確認票」に、会員自らが作業前、作業中の安全

チェックを行うことを義務付け、 4作業ごとに確認票
の提出を求め、担当職員が内容を確認し、次の作業時

の安全に渚かしています。

今後も、就業中、就業途上の安全に向け、研修会、

講習会による安全教育や作業現場、作業状況の確認を

徹底し、「事故ゼロ」を目指して安全対策を進めてま

いります。

会員研修会

剪定語習会

公益社団法人 福井県シルバー人材センター連合

福井県における刈払機による事故は、令和 4年度27件、令和 5年度24件発生しています。幸いに
も、人身に係る事故は発生していませんが、賠償事故の約 7害」が刈払機によるものです。

このため、令和 6年度は刈払機による事故発生状況や危険行為と安全作業方法などについての座
学講習と刈払機メーカーの協力を仰ぎ、実機による実技講習を6回 (8月末現在)行いました。
特に、実機 tよ全シ協が推奨する上下三枚刃方式を実際に会員が角虫れて使つてみることを主眼とし

て行いました。

まだまだ、上下三枚刃方式についての認知は難しい状況ですが、飛び石事故ゼロを目指して普及

を促進していきたいと考えています。

事故事例の学習も大事 実際にやつてみよう
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